
が
当
番
大
学
と
共
に
主
催
し
て
い
る
近
畿
地
区
学
生
指
導
研
修
会
は
近

畿
地
区
部
会
の
研
修
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
と
京
阪
神
支
部

の
連
携
を
図
る
良
い
機
会
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
平
成
一
七
年
度
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
新
旧
幹
事
校
会
議
等

で
、
京
阪
神
支
部
が
経
費
の
負
担
を
伴
わ
な
い
人
的
協
力
を
行
う
こ
と

が
審
議
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
新
旧
幹
事
校
会
議
等
の
申

し
合
わ
せ
事
項
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
規
約
の
改
定
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。

協
力
の
内
容

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
四
〇
数
年
の
歴
史

を
有
し
毎
年
三
回
開
催
さ
れ
て
い

る
。
参
加
者
は
例
会
（
日
帰
り
）

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
平
成
一
八

年
度
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
八
回

例
会
は
一
八
三
名
、
第
一
二
九
回

は
一
五
八
名
、
第
三
九
回
特
別
例

会
（
一
泊
二
日
）
は
八
五
名
の
参

加
者
数
で
あ
っ
た
。

例
会
は
、
大
学
教
授
等
に
よ
る

学
生
相
談
関
連
の
講
演
と
「
学
生

相
談
の
基
礎
」
「
学
生
相
談
の
実

際
」
「
事
例
研
究
」
の
三
分
科
会
で
行
わ
れ
助
言
者
が
ス
ク
ー
ル
形
式

で
分
科
会
を
進
行
す
る
。
一
八
年
度
の
特
別
例
会
は
、
大
学
教
授
等
に

よ
る
学
生
相
談
関
連
の
講
演
と
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
コ
ー
ス
「
学
生
対
応
の
基

礎
」、
Ｄ
コ
ー
ス
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」、
Ｅ
コ
ー
ス
「
事
例
研
究
」
の

五
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
二
名
の
助
言
者
に
よ
り
参
加
型
形
式
で
進
め
ら

れ
た
。
講
演
者
の
中
に
は
著
名
な
大
学
教
授
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

学
生
相
談
に
関
す
る
研
修
会
は
、
機
構
が
後
援
し
て
い
る
日
本
学
生

相
談
学
会
主
催
の
全
国
学
生
相
談
研
修
会
や
、
学
生
生
活
部
が
主
催
し

て
い
る
学
生
相
談
イ
ン
テ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
が
あ
る
。
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の

参
加
者
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
研
修
会
等
に
参
加
し
て
い
る
教
職
員
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
へ
の
人
的
協
力
は
、
平
成
一
七
年
九
月
の
甲
南
女
子
大
学

が
担
当
し
た
第
一
二
七
回
例
会
か
ら
始
め
、
京
阪
神
支
部
か
ら
五
名
程

度
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
具
体
的
な
協
力
内
容
は
、
受
付
、
会
場

案
内
、
片
付
け
等
で
、
仕
事
が
一
段
落
す
る
と
参
加
者
と
共
に
講
演
を

受
講
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

特
別
例
会
は
宿
泊
を
要
す
る
た
め
、
初
日
の
み
の
協
力
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
、
例
会
三
回
、
特
別
例
会
は
二
回
協
力
を
行
っ
て
お
り
、
各
担

当
校
か
ら
そ
の
都
度
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
近
畿

支
部
と
し
て
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
へ
の
人
的
協
力
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
今
回
の
寄
稿
に
際
し
写
真
、
デ
ー
タ
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
関
西
外
国
語
大
学
、
武
庫
川
女
子
大
学
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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第39回特別例会Ｄコース「グループワーク」
―呼吸と身体、そして信頼―

近
畿
学
生
相
談
研
究
会
の
組
織
と
運
営

近
畿
学
生
相
談
研
究
会
（
以
下

：

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
は
、
昭
和
三
七
年
に

東
海
・
北
陸
・
近
畿
地
区
学
生
補
導
厚
生
研
究
会
（
現
在
は
、
学
生
指

導
研
究
会
）
の
近
畿
地
区
部
会
の
専
門
委
員
会
と
し
て
発
足
し
、
学
生

相
談
に
関
す
る
理
論
及
び
実
際
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
参

加
機
関
は
近
畿
二
府
四
県
の
国
・
公
・
私
立
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
等
で
構
成
さ
れ
毎
年
例
会
二
回
と
特
別
例
会
一
回
の
研
修

会
を
実
施
し
て
い
る
。

会
務
運
営
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
幹
事
校
（
担
当
校
）
が
運

営
に
あ
た
り
、
加
盟
校
は
平
成
一
八
年
六
月
現
在
京
滋
地
区
三
二
校
、

阪
奈
和
地
区
五
八
校
、
兵
庫
地
区
二
八
校
、
準
加
盟
校
五
校
と
一
機
関

の
合
計
一
二
三
校
、
一
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。
研
修
会
へ
の
参
加
は

加
盟
校
以
外
の
大
学
等
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
組
織

に
は
、
会
長
、
副
会
長
等
の
役
員
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

協
力
の
経
緯

京
都
、
大
阪
、
神
戸
支
部
（
以
下

：

京
阪
神
支
部
）
で
は
、
平
成
一

七
年
度
「
大
学
等
の
地
域
的
な
連
携
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業
―
支
部

に
お
け
る
学
生
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
」
へ
、
京
阪
神
支
部
よ
り
事

業
名
称
「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
へ
の
運
営
協
力
」
で
申
請
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
す
で
に
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
る
等
の
理
由
で
不
採
用
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
申

請
に
あ
た
り
平
成
一
七
年
度
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
幹
事
校
で
あ
る
佛

教
大
学
等
へ
は
、

少
な
く
と
も
例
会
、
特
別
例
会
へ
の
人
的
協
力
は
可

能

で
あ
る
と
伝
え
て
い
た
た
め
、

六
月
の
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
新
旧
幹
事
校
会
に
お
い

て
、
こ
の
こ
と
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
支
部
は
機
構
の
窓

口
と
し
て
、
地
域
の
学
校
、

自
治
体
、
地

域
住

民
等
と

連
携
協
力
し
事

業
を
実

施

す
る
こ
と
か
ら
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ

へ
の
運

営
協
力
は
自

然
の

成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
前
述
し
た

よ
う
に
近
畿
地
区
部
会
の

専
門
委
員
会
で
あ
り
、
ま

た
、
日
本
学
生
支
援
機
構

（
以
下

：

機
構
）
学
生
生

活
部
（
現
在
は
支
部
主
催
）
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〈
近
畿
支
部
・
大
阪
事
務
所
〉

近
畿
支
部
京
阪
神
事
務
所
の
「
近
畿
学
生

相
談
研
究
会
」
へ
の
協

力
に
つ
い
て

第39回特別例会で演題「学生相談の心理学」を
講演される
関西福祉科学大学大学院研究科長 武田 建 教授
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